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研究成果の概要（和文）：自己開発型教育を行う教育能力を高める医学教育者教育法の開発と検

証を行った。教育方法として双方向性講義および問題基盤型学習を設定した。講義教育能力開

発は、伝授型（ダイダクティック）から双方向型にする教育法を尐人数短時間で自己開発する

マイロティーチングシステムを確立した。問題基盤型学習として、学生の主導性の高いテュー

トリアル教育および教員の主導性の高いチームベーストラーニングの教員教育法を確立した。 
 
研究成果の概要（英文）：Methods to educate medical teachers to teach students through 
self-directed learning were studied.  Microteaching system for active learning in 
didactic lectures were developed and implemented. Protocols for faculty development in 
problem-based learning were developed and implemented.  Both tutorial and team-based 
learning are effective educational strategies in problem-based learning.  Systemic 
faculty development is required to improve quality of these learner-centered educations.  
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１．研究開始当初の背景 

医学教育の中で様々な授業が行われるが、

それぞれの授業に適した教育能力開発が必

要である。多くの医科大学で講義は中心的な

授業であるが、医学教育に適した講義法は経

験的に行われている。医学教育として医師と

なったときに適切に問題を見つけ解決する

思考力を育成することは重要な教育目標で

あり、そのために問題基盤型学習としてテュ

ートリアル教育やチーム基盤型（Team-based 
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learning, TBL）が行われている一方、講義

において学生が能動的に考えるための教育

法が確立していない。受動的学習になりやす

い講義を能動的・双方向性にすることにより

医学的思考力教育を促進できると考えられ

る。 

教育方法開発は行われているが、教育者が

教育方法を理解し適切に教育を行う必要が

ある。このような教育能力開発は、faculty 

development(FD) と呼ばれ行われるように

なっているが、能動的・双方向性授業の FD

はほとんど行われていない。またテュートリ

アルおよび近年開発された TBL は FD の未開

発な部分である。医学教育に関わる教員は、

元々教員としての教育力を高める訓練を受

けていないため、この領域の FD は特に重要

である。このような背景から、本研究では伝

授型（ダイダクティック）授業、問題基盤型

学習を医学教育で教員が効果的に実施する

教員教育を開発検証することを着想するに

至った。 

２．研究の目的 

本研究では（１）伝授型授業における学習

者主導型教育を行う教員育成のプラットフォ

ーム構築、（２）問題基盤型学習（PBL）の教

育能力開発のプラットフォーム構築、および

（３）教育力評価に基づく教育力自己開発シ

ステムの開発、を目的とした。 

伝授型（ダイダクティック）授業は多人数

あるいは尐人数に対して教員が情報を提供す

る形式の授業である。講義を学習者にとって

能動的にするには、学習者自身の中で問題点

の明確化、問題解決への能動的参加が求めら

れる。講義形式の教育でも、事前準備、双方

向性、学習者間討議などで学習者の能動学習

を促進する手法は多く提示されているが、対

象、教育目標等にあわせて様々な教育手法を

利用する能力を医学教育教員に付与する教育

能力開発システムがない。マイクロティーチ

ングは、尐人数グループによる相互評価によ

り教育力を開発する方法で、教育能力開発に

広く用いられている。本研究では、医学教育

に特化したコンテンツを能動学習する教育力

開発のためのマイクロティーチングプロトコ

ールを開発する。既設のマイクロティーチン

グラボを活用し、各教育機関で活用できる継

続的教育能力開発（ファカルティディベロッ

プメント、FD）として実施するためのプログ

ラム（手順書）、インフラストラクチャーを

明らかにし、実践する。 

問題基盤型学習教育方法として、東京女子

医科大学はテュートリアル教育を行ってきた

実績がある。本研究ではテュートリアル教育

における教員の教育能力の要素を明らかにし、

修得すべき能力を明らかにする。ついで、こ

れまでのテュータ教育（研修）を改良し実践

する。テュータの教育力の向上については、

従来から行っているテュータ評価を利用して

客観的に評価する。問題基盤型学習として近

年TBLが医学教育にも活用されてきたが、教育

方法、TBLのための教員教育方法が確立してい

ない。本研究では、TBL教育方法・インフラス

トラクチャーのプロトコール（手順書）を作

成し、その教育能力開発の場としてのマイク

ロティーチングあるいはワークショップの実

践法を開発する。 

医学教員教育力自己開発には、気付き→実

践→振り返り→実践のサイクルが重要で、そ

れぞれのレベルでの形成的評価が教育能力

を促進する。マイクロティーチングなどの研

修機会だけでなく、教育実践の中で形成的評

価を行い教育力自己開発が行われるシステ

ムを開発する。 

３．研究の方法 

（１）ダイダクティック教育における学習

者主導型教育を行う教員育成プラットフォ



 

 

ーム構築：①教職員対象のマイクロティーチ

ングプロトコールの確率を行った。東京女子

医科大学医学部および北里大学医学部で教

職員の伝授型講義力を向上させる共通の目

的のマイクロティーチングプロトコールを

開発実施し、教育力向上について検証した。

実施プロトコールは手順だけでなく、効果的

実施に必要なハードウエアを含む検証を行

った。②研究期間に集積されたマイクロティ

ーチングメソッドを成文化し利用できるよ

うにする。 

（２）問題基盤型学習の教育能力開発プラ

ットフォーム作成： 

①最新の PBL テュートリアル実践法を、テ

ュートリアル実施過程に分けて教員が効果

的に教育するためのスキルを明らかにし、教

員の教育力向上のための研修プログラム、教

育手順書を作成する。 

②TBL 実践を通じて実施手順を確立し、TBL

に特化した教育技能教育法を確立し、TBL の

効果を学生の達成度評価を基に検証する。 

（３）医学教員教育力自己開発のシステム

を構築する。： 

①教育目標を明確にするための、医学教育

のアウトカムを設定する。卒業時に達成すべ

き専門的能力であるアウトカムと、入学後に

アウトカム達成に至るために積み上げてい

く途中の目標であるロードマップを作成す

る。 

②アウトカム・ロードマップ教育および講

義・実習・テュートリアル・TBL・臨床教育・

人間性教育などの教育評価指標を作成し、教

員教育能力評価システムを構築する。 

４．研究成果 

（１）マイクロティーチングによるダイダ

クティック授業教育力開発： 

東京女子医科大学医学部では4年間で教職

員対象のマイクロティーチング（1 回 3 名参

加）を 13 回実施した。この中で伝授型授業

の中で双方向性学習となるための、バズセッ

ション（学生同士の短時間の討論）、小テス

ト、レスポンスアナライザー使用法などのス

キルが明確になった。 

北里大学医学部では学部教員教育研修の

際にマイクロティーチングが同様なプロト

コールで行われ、マイクロティーチング前後

での教育能力向上が認められた。またハード

ウエアとして、従来のビデオよりデジタル録

画システムを利用することにより迅速なレ

ビューと評価が行えることを明らかにした。 

東京女子医科大学では、大学院授業の中で

大学院生に対して行う簡易型マイクロティ

ーチング手順を確立した。簡易化されたプロ

トコールは、設備の無いところでも多人数が

同時にマイクロティーチングに準じた教育

能力開発が行えるように工夫され、受講者の

評価も高く、多数の初学者の研修方法が新た

に構築された。 

 これらの知見は「医学の講義スキルアップ

のためのマイクロティーチングの実践」（吉

岡俊正、阿部直、守屋利佳、大久保由美子、

菅沼太陽、小島多香子著）としてまとめられ

た。本書は研究計画に沿った本研究により導

かれた医学教育におけるマイクロティーチ

ングならびに簡易型マイクロティーチング

の手順書として作成された。 

（２）問題基盤型学習の教育能力開発プラ

ットフォームとして

テュートリアル実施

手順書が作成された。

研究代表者が監修し

た「新版テュートリ

アル教育－新たな創

造と実践－、篠原出

版新社、東京、2009．」を発行した。また、

テュータ教育のために、「テュートリアルを



 

 

さらに活性化するためのテュータのグルー

プ・個人へのアドバイス例」が策定され、教

育に利用された。 

 テュートリアル教育の中で行われるTBLは

日本では初めての試みであり、国外でも実施

例が尐ない。TBL は多人数の講義を受動型か

ら能動型に変えるために 1970 年代にオクラ

ホマ大学のラリー・ミカエルソンが開発した

講義法である。ミカエルソンは経済学の講義

に本教育を取り入れたが、その後医学教育で

も活用されるようになった。本教育法ではあ

らかじめ提示された課題について学習者が

事前学習を行い、教室では学習した内容の確

認テスト（個人・チーム）、知識を応用した

問題解決テスト（個人・チーム）の間にチー

ム内、チーム間（クラス）の討論と教員のフ

ィードバック（学生の理解度、疑問に基づく

解説）を行いながら、確実な学識と学識に基

づく問題解決を学習する。本学部ではテュー

トリアル教育を3年半経験した 4年生後期に

臨床推論学習としてTBLを戦略的に導入した。

このため実施プロトコールと教員養成を同

時に行った。このなかで、従来マークシート

方式で評価していた個人試験を、グループ試

験とともにレスポンスアナライザー入力と

することで格段の学習の能動性が高まるこ

とが明らかになった。また、TBL 実施および

臨床推論TBLのための課題作成法が確立し文

書化され、平成 22年度から利用された。 

（３）教育力自己開発システムの構築： 

アウトカム・ロードマップの策定は平成 22

年に完成した。英国 Genral Medical Coucil

の Tomorrow’s Doctor、カナダの The Can 

MEDS 2005 Phusician Competency Framework

などを参考にしながら独自のコンピタンシ

ーに基づく目標を平成 22 年に策定した。主

として知識・技能とその応用に基づく「医の

実践力」と態度、専門職意識の目標の「慈し

む心の実践力」に区別する 11 項目からなる

目標が作成され、目標を達成するカリキュラ

ム（MD プログラム 2011）が策定された。こ

の結果、教員も学生とともに最終的目標を意

識して各カリキュラムの教育を行い、その達

成のための教育力開発が行えるようになっ

た。このアウトカム・ロードマップに沿って

教育評価を行うためのデータベースとして、

学生の入学前情報、入学後情報、卒後情報を

包含するデータベースシステムの基本構築

が終了した。教育力自己開発には、このデー

タベースシステムから、各教員の関わった教

育情報、教員教育活動データベースを組み合

わせて教育力評価を行う。 
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